
A－STEP4 ， B－STEP4 ， C－STEP4 ， D－STEP3 ， E－STEP4 ，J－STEP4 ， K－STEP4 ， L－STEP4

大阪府情報活用能力ステップシートの関連項目

取組み内容：学びの選択、思考の深化～生徒に委ねる授業を３観点でデザイン～令和７年度 スクール・エンパワーメント推進事業
情報活用能力をはぐくむモデル校 守口市立錦中学校

単元のゴール： 戦後80年。戦後社会で私たちが解決すべき課題について調べ、まとめよう。

今日のゴール： 戦後社会(昭和・平成・令和)で自分が解決するべきだと思う課題を決めて、情報収集しよう。

始めは個人で取り組む 分からない問題を
友達に聞く

先生にも聞く まだ分からないので
友達が教えに行く

最後はグループで
答えを合わせる

生徒自らが学ぶ力の育成のため、生徒に委ねる授業への構造転換を図ります。そのための授業づくりに向けて、主体性の目安となる３つ
の観点「学習課題」「学習形態」「学習過程」を教員が決める度合いが高いか、生徒が決める度合いが高いかで単元をデザインします。

生徒が課題意識を持てるよう、単元計画、ゴール、ルーブリック、
難易度別の問題等、生徒に必要な情報は徹底的に共有します。

学びの進捗は振り返りも含めて、自身のめあてや学び方等をExcel等の学習進捗シートに記入します。クラウド上にあることで、教員は一人一人の理解度や到達度を把握できるとともに、
生徒も自身の学びを蓄積して次の学習につなげたり、他者の学びから自己の学びを広げたり深めたりすることにもつなげやすくなります。

主に「探究の学習過程」のサイクルを生徒自身が回していきます。その中で生徒は自己を調整する力を発揮しながら、学習過程・形態も、
目的や進捗状況に応じて目まぐるしく変化します。その間、教師は一人一人へ適切な指導・支援（形成的評価）を行います。

教師は個別に指導・支援
（形成的評価）

学びが孤立化しないよう、
協働的な学びも意図的に
デザイン(クラウド上にも学び共有)

難易度別の問題

ゴール・ルーブリック

単元計画・資料QR等

①何を学ぶか学習課題を選ぶ ②誰とどこで学ぶか学習形態を選ぶ

③どのように学ぶか学習過程を選ぶ

●本時の学びを振り返る

接続詞
参考動画
QRコード

接続詞
パワポ
QRコード

単語練習
QRコード

内容理解クイズ
QRコード

発音チェッ
ク、辞書等
QRコード

振り返り
シート
QRコード

今日自分が頑張ろうと思うこと
進み具合

※選択しよう！

学び方 (人 )

※選択しよう！

学び方 (ツール )

※選択しよう！
何を使ってまとめる？

※選択しよう！
自分が決めたテーマ(課題)とそのテーマを選んだ理由

 (５０文字以上で書くこと)
文字数

先生からの

アドヴァイス
評価

テーマを決めて、ある程度進める。 今日はカンペキ １人で Web検索で Pages

沖縄の米軍基地について調べました。なぜなら、実際に沖縄へ行ってひめゆりやアブチラガマな

どで沖縄戦について考えることができたため、未だある米軍基地について深く考えたいと感じた

からです。
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米軍基地の実態と、解決にむけた政府の取り組みや国民の意識につ

いても書けたらいいですね。 A


